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三田社会学第12号(2007)

男 性 に お け る 仕 事 と 家 族 生 活 の 両 立

役割葛藤が男性の心理的状態に及ぼす影響

  Men's Work and Family Life Balance

The Impact of Role Conflict on Mental Health‐

蓑裵智恵

1.背 景 と目的

 近年、既婚就業女性の増加や、男女平等 とい う理念の広が りなどによって、男性 の家族役割参加

に対する社会的期待が高まってい る。それ と同時に、男性 自身の意識 も変化 をみせている。 日本家

族社会学会が1999年 と2004年 に実施 した全国家族調査(以 下、 「NFRJ98」 と 「NFRJO3」)を 用

いて、2度 の調査時点間における家族意識の推移 を検討 した西野(2006)に よると、「男性は外、女

性 は家庭」 とい う性別役割分業に対す る男性の支持度は、いずれの年齢層 においても 「NFRJ98」

より 「NFRJO3」 の方で下がっている。 また、 この傾 向はすべてのコーポ0ト で も確認できる(西

野2006:142)。 こうした結果から、従来の伝統的な性別役割分業に基づいた男性の家族役割に対

して も、男性の意識が変化 している可能性 は充分考 えられる。実際に、最近のい くつかの調査は、

家族役割 に対する男性の意識変化を報告 している(今 井2001;UFJ総 合研究所2003)。

 しか し、実態 レベルでは、男性の家事 ・育児参加の程度は低い(松 田2006)。 その背景には、長

時間勤務や頻繁な残業 といった、 日本社会 にお ける職場の構造的拘束が存在する。男性の家族役割

に対す る価値 ・規範 の変化に、職場の変化がついていけないのである1)。 このよ うな状況から、家

族社会学の分野でも、これまで主に女性の問題 として扱われてきた 「仕事 と家族生活の両立」を、

男性の立場からも検討す ることの必要性が主張 されるようになった(冬 木 ・本村1998;前 田2002;

西川1998,1999)。 しか し、日本では、この分野の研究が始まったばか りの段階であるため、小規

模調査データの分析から得 られた仮説的推論はみ られ るものの、大規模調査データを用いた研究は

いまだ少ない。

 そ こで、本稿では、前述 した 「NFRJO3」 の個票データを使用 し、従来あま り取 り上げられなか

った男性 に焦点をあてて、仕事 と家族生活の両立をめぐる問題 について検討 したい。

2.先 行研究 と仮説

(1)分 析の枠組み としてのス トレス論的アプローチ

 この問題を検討するにあたって、本稿では、ス トレス論的アプローチ(stress and mental health

approach)を 採用する。 このアプ ローチによる研究は、一人の個人が職場 と家庭で、様 々な役割を
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同時に遂行 しなければならないとい う多重役割の状況が、個人の心理的状態に与える影響に注 目し

ながら、仕事 と家族生活の相互関連性 を解明 してきた。

 ところで、先行研究では、既婚就業女性の二重負担がテーマとされ ることが多かった。「男性は仕

事、女性は仕事 と家事 ・育児」 とい う、いわゆる 「新 性別役割分業」の問題性 を指摘す る研究が、

ス トレス論的アプローチを採用 した研究の中核をなしてい る(稲 葉2002:109)。 そのため、男性を

対象 にした研究は少ない。 また、男性 が対象 となる場 合も、男性の家族役割参加の当為性を前提に

しなが ら、男性 の家事 ・育児参加の規定要因を解明する研究が 目たっ。 しか し、職場の構造 的な拘

束が改善されないまま男性の家族役割参加 が要求 ・期待 されている状況が、男性たちに どのような

影響 を及ぼ しているかは、あま り分析 されていない。そこで、本稿では、ス トレス論的アプローチ

の視点か ら、男性における仕事 と家族生活の両立について検討 したい。具体的には、男性が仕事 と

家族生活を両立 させ る過程での多重役割の経験が、彼 らの心理的状態に どのよ うな影響を与えるか

を明 らかにす る。

 心理的状態には,生 活満足感や幸福感(psychological wel-being)の よ うなポジテ ィブな側面 と、

個人の経験す る不快な状態であるデ ィス トレスのようなネガティブな側面がある。この2つ の側面

は、測定の方向が逆であるだけで、いずれ も一定時点での個人が経験する主観的な状態であるとさ

れているが、両者の分析結果は必ず しも一致 しているわけではない(稲 葉2002:109,2004:49)。

その理 由としては、以下のような点が指摘 されている。まず、生活満足感な どを尋ねる満足度指標

は、「目標の達成度 といった動機付 けの強さや達成状況を反映 した相対評価であり、比較的長いスパ

ンから評価がなされる」傾向があるのに対 し、ディス トレスの場 合は、「その時点での絶対的な状態

であ り、期待 に対す る剥奪や不満 の効果 を反映 し、短期的なスパ ンか ら評価がな され る」(稲 葉

2002:109)。 さらに、幸福感を尋ね られた場合 は、回答者が 「社会的望ましさ(social desirability)

の影響を受 けやすい」が、ディス トレスの場 合は、「社会的望ましさの反映 とい うバイアスが比較的

少ない」(稲 葉2004:49-50)。 そのため、ス トレス論的アプ ローチでは、ディス トレスの方が生活

満足度や心理的幸福感 より測定論的な利点をもっているとされてきた(稲 葉2002:109,2004:50)。

本稿で も、このよ うな議論を考慮 し、男性の心理的状態に、ディス トレス とい うネガティブな側面

から接近す る。

 また、男1生のデ ィス トレスに影響を与える多重役割状況 としては、役割葛藤の概念を用いる。役

割葛藤 とは、個人の過去、現在 、未来での役割 と関連す る様々な問題や困難 をさす役割ス トレー ン

の下位概念であ り、相互に矛盾す る役割期待2)に よって発生す る。つま り、一方の役割期待に応 じ

ることが他方の役割期待に背 く状態を意味す る(稲 葉2004:58)。 役割葛藤は、仕事 と家族の相互

関連性を分析す る際の重要なキー概念 として指摘 されている(Voydanoff 1988)3)。

 仕事領域 と家族領域の間で生 じる役割葛藤 は、発生経路によって2つ に区分することができる。

職場での要求が家族の要求を妨げる場合(Work to Family Conflict、 以下 「WFC」)と 家族か らの

要求が職場での業務遂行を妨げる場合(Family to Work Conflict、 以下 「FWC」)が それである。

この2つ の役割葛藤は、いずれ も仕事領域 と家族領域間の 「適合の不在」(absence of fit)を 意味す
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る(Crouter 1984)。 にもかかわ らず、既存の研究では、仕事役割 と家族役割が対立する際、2っ を

両立 しよ うとす る個人は、一般 に前者よ り後者 を調整す る傾向があるとい う仮定か ら、 「FWC」 よ

り 「wFc」 を中心に分析が行われてきた。 しか し近年、仕事に対する家族の潜在的な影響が家族 に

対す る仕事の影響に劣 らず重要であるとい う認識が高まることによって(Lou 1981)、 「WFC」 と

「FWC」 の両方を視野に入れた研究が増えている(Gutek et al.1991;Parasuraman et al.1996;
『Y
ang et al.2000)。 こ うした動向をふまえ、本稿でも、 「WFC」 と 「FWC」 をともに分析すること

にする。

(2)男 性の役割葛藤 とディス トレスの関係 を媒介する要因:稼 ぎ手役割意識

 役割葛藤が個々人の心理的状態に及ぼす影響は、様々な要因によって大 きくなった り、また小 さ

くなった りす る。ス トレス論的アプ ローチでは、前者 を脆弱性(vulnerability)要 因、後者 を緩衝

(buffering)要 因 と呼ぶ。

 男性の役割葛藤をテ0マ とす る先行研 究は少ないが、そこでは、その様々な要因の1つ として、

男性の 「稼 ぎ手役割意識」が着 目されてきた(重 塑 司1998;金 井2002;n2005)。 例 えば、育児

期の父親を対象に した表(2005)で は、圧倒的に多 くの男性が家族役割を職業役割 より重視すると

答えているが、長い勤務時間、頻繁 な残業などのため、実際 に彼 らが家族役割に参加する程度 は低

調であった。 しか し、男性 の生活満足度に負の効果 をもつのは、仕事が家族役割の遂行 を妨害する

場合 の役割葛藤(「wFc」)で はな く、家族役割の遂行が仕事に支障 をもた らす場合 の役割葛藤

(「FWC」)で あった。蓑は、こうした一見矛盾 した結果 を、日本男性における根強い稼 ぎ手役割意

識が反映 された結果 として解釈 している。すなわち、 日本の男 性は、強力な 「稼ぎ手役割意識」を

もっているため、仕事の ことで家族役割 に支障(「WFC」)が 生 じても、それ を男性が果たすべき家

族扶養の役割を遂行す る過程で発生する当然のこととして認識す る。それゆえ、「vvFc」 は、男性

の生活満足度 には影響 を与 えない。 この場合 、男性の稼ぎ手役割意識 は、役割葛藤が生活満足度に

及ぼす否定的な影響を緩和す る 「緩衝要因」 として作用 しているといえる。他方、家庭のことで仕

事の業務が妨害(「FWC」)さ れ ると、 「稼 ぎ手役割」の遂行が難 しくなる。 この状況は、男性に と

って、 自分が担 うべき 「稼ぎ手役割」の遂行が妨害 されることを意味 し、生活満足度 に否定的な影

響を及ぼす ことになる。 ここでは、男性 の稼 ぎ手役割意識が、役割葛藤の否定的な効果を大きくす

る 「脆弱性要因」 として働 く可能性が考えられる。

 しか し、この解釈は、小規模の有意抽 出データを分析 した結果 に基づいたものであるため、大規

模調査データを用いて再検討 しなくてはならない。 また、生活満足度は心理的状態のポジティブな

側面であ り、前述 したように、いくつかの測定論的な問題があるとい う点をふまえれば、比較的問

題が少ない とされ る心理的状態のネガティブな側面か ら接近 し、同様の傾向が認め られ るかを分析

することも必要だろ う。 したがって、本稿では、 日本家族社会学会が実施 した全国規模のデータを

使用 し、生活満足度の代わ りにデ ィス トレスを取 り上げ、役割葛藤が男性の心理的状態に及ぼす影

響を検討す る。設定す る仮説は、以下のとお りである。
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仮説1男 性の稼ぎ手役割意識は、「wFc」 がディス トレスに与える影響を弱める。

仮説2男 性の稼 ぎ手役割意識は、「FWC」 がディス トレスに与える影響を高める。

3.方 法

(1)分 析対象

 分析に使用 したデータは、2004年 日本家族社会学会が実施 した第2回 全国家族調査(「NFRJO3」)

の個票データである。 この うち、本稿では、60歳 未満の正社員で、妻 と同居 している有配偶の男性

1,205人 を分析対象 にす る。

(2)変 数

1)従 属変数

・デ ィス トレス:「NFRJO3」 では、 CES-D(Center fc)r Epidemiological Studies Depression)の

 うち、 「ふだんは、何でもないことをわず らわ しい と感 じたこと」 「家族や友達か ら励ま して もら

っても気分がはれないこと」 「憂 うつだ と感 じたこと」な どの12項 目を用いて、最近1週 間の心

身の不快な状態 を尋ねている。ここでは、ポジティブな感情 についての項 目を除いた11項 目につ

いて 「まったくなかった」に1点 、 「週に1～2日 」に2点 、 「週に3～4日 」に3点 、 「ほ とんど

毎 日」に4点 をあたえて、合成尺度 を作成 した。 とりうる変数の範囲は、11～44点 であり、点数

が高いほどデ ィス トレスが高い ことを意味す る。 この合成尺度のcronbachα は、.88で あった。

2)独 立変数

・役割葛藤:「 仕事のために家族 との時間が とれない と感 じたこと」を 「WFC」 として、「家族のた

めに仕事の時間がとれない と感 じたこと」を 「FWC」 として使用す る。この2つ の項 目について、

 「まった くなかった」 と 「ごくまれにあった」を 「役割葛藤 低群」、 「ときどきあった」 と 「何度

 もあった」 を 「役割葛藤高群」にす る。

・稼 ぎ手役割意識:「 家族を(経 済的に)養 うのは男性 の役割だ」の項 目について、「そ う思 う」 と

 「どちらかといえばそ う思 う」を 「賛成」、「どちらか といえばそ う思わない」 と 「そ う思わない」

 を 「反対」 とす る。

3)コ ン トロール変数

・教育年数:最 終学歴 を卒業 とみな し、それに対応する教育年数 を算出 した。

・世帯年収:調 査票上のカテゴ リーの中央値 を用いる。便宜上、「収入がなかった」は0と した。ま

た、一番上のカテゴ リーである 「1,600万 円以上」には1,650の 値を与える。これは、中間値の

差が100万 で区切 られていることに対応 している。

・本人の勤務時間:往 復通勤時間を含む1日 平均労働時間 と1ヶ 月の平均労働 日数をもとに、月あ
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た りの勤務時間を算出した。単位は、時間である。

・末子の年齢:末 子の年齢をそのまま連続変数 として用いる
。

表1 分析に使用した変数

点数の範囲 平均 標準偏差

従属変数 ディス トレス 1-44 14.91 4.67

独立変数
D

D

融

耽

耽

鰍

 

 

宝
ロ

鑛

醸

報

寄

勃
・
き

役

役

稼

4

4

い

一

-
↓

-
⊥

1-4

2.04

1.30

1.95

1.07

.65

.92

コン トロール

変数

教育年数

世帯収入

末子年齢

本人の勤務時間

  9 16

  0-1,650

  1

33.33495

13.64

768.03

11.34

242.38

 2.16

345.81

 9.15

51.95

※1:「 ま った くな かった 」、2:「 ご くまれ に あった」、3:「 とき どきあ った」、4:「 何 度 もあ った」

  「FWC」 の場 合も同様。

※ ※1:「 そ う思 う」、2:「 どち らか とい えばそ う思 う」、3:「 どち らか とい えばそ う思わ ない」、4:「 そ う思 わな

   い」

注)(去 年1年 間の)世 帯収 入 の単位 は、 万円で あ り、勤務 時間 の単位 は、時 間で あ る。

(3)分 析方法

 まず、男性が経験する役割葛藤の全般的な傾向を把握するため、クロス集計とx2検 定を行 う。各

仮説については、一般線形モデルを用いて検討する。2つ の仮説を検証する前に、ディス トレスに

対する役割葛藤の影響を検討する。そのため、役割葛藤を単独投入した一元配置の一般線形モデル、

それに夫の教育年数、世帯年収、末子年齢、本人の勤務時間などのコン トロール変数を加えた多元

配置の一般線形モデルを実施する。最後に、緩衝要因および脆弱性要因としての稼ぎ手役割意識の

効果をみるため、稼ぎ手役割意識 と役割葛藤の交互作用項を含んだ多元配置の一般線形モデルを行

う。

4.結 果

(1)男 性 の役割葛藤 の全般的傾 向

 男性が経験する役割葛藤の分布は、表2の とお りである。表からわかるよ うに、分析対象 になっ

た男性たちは、家族が原因で職業生活に支障が生 じる場合の役割葛藤(「FWC」)よ り、仕事のため

に家族の生活に支障が生 じる場合の役割葛藤(「WFC」)を 頻繁に経験 してい る。 「WFC」 について
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の分析結果からみ ると、「何度もあった」が約14%、 「ときどきあった」が約17%で あ り、両方を合

わせ ると、約31%に なるのに対 して、「FWC」 は、 「何度 もあった」 と 「とき どきあった」がそれ

ぞれ約2%、5%で 、両方合わせて も7%に 過ぎない。

表2 男性が経験する役割葛藤の頻度分布 (%)

何度もあった ときどきあった  こくまれにあった まっ た くな かった

「WFC」

「FWC」

13.9

1.9

17.4

5.1

27.8

14.2

40。9

..

 次に、こ うした男性の役割葛藤 と社会属性 との関係をみるため、x2検 定を行った(表 割愛)。 社

会属性 と関連する変数 としては、ライフステージ、仕事の種類、教育水準、世帯年収な どの変数を

用いた4)。分析結果 、2つの役割葛藤iと社会属性変数の うち、統計的に有意な関係が認められたのは、

「WFC」 とライ フコース変数のみであった。具体的にみると、幼い子 どもをもっ男性の場合 が、そ

うではない男性 と比べ、「vvFc」 を経験す る割合(「何度 もあった」+「 ときどきあった」)が高い。

統計的には有意ではない ものの、 「FWC」 の場合も、同様の傾 向が確認 された。

 ライフステージ以外の変数についてみると、社会属性変数 と役割葛藤 との関係 は、全て統計的に

有意ではなかった。 このよ うな結果から、男性が経験する役割葛藤は、社会属性 によってはあま り

左右 されないことがわかる。

(2)各 仮説の検討

 表3と 表4は 、それぞれ 「WFC」 と 「FWC」 がディス トレスに及ぼす効果を分析 した結果 を示

したものである。

 まず、モデル1の 結果からみると、役割葛藤はデ ィス トレスに有意な主効果を及ぼ してい る。そ

の効果は、 「WFC」 において も、 「FWC」 においても認 められてお り、教育年数 、末子年齢、世帯

収入、本人の勤務時間な どコン トロール変数を投入 したモデル2で も有意である。2つ の役割葛藤

にっいてカテ ゴリー(「 役割葛藤高群」 と 「役割葛藤低群」)ご とにディス トレスの平均値を比較 し

てみると、 「WFC」 の場合は、 「役割葛藤高群」が16.74、 「役割葛藤低群」が14.09、 「FWC」 の場

合は、 「役割葛藤高群」が18.53、 「役割葛藤 低群」が14.66と なっている。 「WFC」 と 「FWC」 と

もに、役割葛藤が高い方が、デ ィス トレスも高い とい う結果が得 られた。

 男性 のディス トレスに対する役割葛藤の影響を検討 した上で、以下では、各仮説についての検証

作業を行 う。そのため、モデル2に 稼 ぎ手役割意識 、さらに役割葛藤 と稼 ぎ手役割意識の交互作用

項 を追加 した(表3と4の モデル3)。 分析の結果、男性の役割葛藤iと稼 ぎ手役割意識の交互作用項

は、 「WFC」 の場合は、10%水 準ではあるものの有意であったが、 「FWC」 の場合は有意ではなか
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った。また、いずれの場 合においても、男性の稼ぎ手役割意識は、有意な主効果が認め られなかっ

た。

 図1は 、「wFc」 と稼 ぎ手役割意識の交互作用効果 を示 した ものである。「WFC」 が低い場 合は、

男性が男性 の稼 ぎ手役割に賛成 しているか、それ とも反対 してい るかによるディス トレスの差は、

あま り大 きくはない。 しか し、 「WFC」 が高い場 合は、男性 の稼 ぎ手役割によって、デ ィス トレス

の差が大きくなる。男性の稼ぎ手役割意識 は、 「WFC」 がディス トレスに及ぼす否定的な影響 を緩

和する効果をもってい る。 このような結果から、男性の稼 ぎ手役割意識が 「WFC」 の否定的な影響

を弱める 「緩衝効果」をもっているとい う仮説1は 支持 されたといえるだろう。

 一方、「FWC」 と稼 ぎ手役割意識の交互作用項 は、統計的に有意ではなかった。 したがって、男

性の稼ぎ手役割意識が 「FWC」 の否定的な影響 を高める 「脆弱性要因」 としての効果をもっている

とい う仮説2は 棄却 された。

表3デ ィス トレスに対する一般線形モデルの分析結果(「WFC」 の場合)

モアル1 モァル2 モ ァル3

F F F

rWFC」(A)

教育年数

世帯年収

末子年齢

本人勤務時間

1 95.53*** 1

1
⊥

-
↓

1

1
⊥

69.67★ ★★

.05

.07

.31

1.56

-
↓

-
⊥

1

1

1

62.73***

 .09

 .11

 .36

1.45

稼ぎ手役割意識(B)

(A)x(B)

1

1

1.59

3.82fi

 N

Adj R2

1169

1:

1017

1・ ・

1017

.070

fi p<.10,*"p<.001
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表4デ ィス トレスに対する一般線形モデルの分析結果(「FWC」 の場合)

モアル1 モデル2 モデル3

F F F

rFWC」(A)

教育年数

世帯年収

末子年齢

本人勤務時間

1 57.23轍 1

1

1

1

1
↓

43.04轍

.04

.02

.22

8.18`"

1

1

1

1

1

35.94★ 鼎

 .04

 .03

 .20

8.72**

稼ぎ手役割意識(B)

(ﾂ)X(B)

-
↓

-
⊥

-
占

3

9
一

nδ

 N

Adj R2

1170

.046

1018

.045

1017

.043

★★p<
.01,★ ★★p<.001

図1役 割葛藤(「WFC」)と 男性の稼ぎ手役割意識の交互作用効果

20.0

18。0

16.0

14.0

12.0

10.0

1

一f7
.7コ

16.52

(デ ィス トレス)
「WFC」 低 群 rWFC」 高 群

+稼 ぎ手役割意識賛成+稼 ぎ手役割意識反対

5.結 論

 本稿は、ス トレス論的アプローチから、男性が仕事役割と家族役割を同時に遂行する過程で経験

する役割葛藤が、彼らの心理的状態に及ぼす効果を実証的に分析 してきた。本稿の分析結果と得ら

れた知見をまとめると、以下のとおりである。

 第一に、今 日の日本男性が経験する役割葛藤は、それが仕事のため家庭生活に支障が生じた場合
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にせよ(「wFc」)、 逆に家族のことで職業生活に支障が生 じた場合にせよ(「FWC」)、 男性の心理

的状態に否定的な影響を及ぼしている。このような役割葛藤の否定的影響は、共働き家族の男性を

対象にした蓑の研究(2006)で 、すでに報告されたことがある。分析対象を拡大した本稿の分析結

果は、仕事と家族生活の両立過程で経験する緊張 ・困難が、共働き家族の男性だけの問題ではない

ことを示唆する。そこで、妻の働き方を、フルタイム、パー トタイム、専業主婦の場合にわけて、

2っ の役割葛藤の分布 とディス トレスとの関係を確認 してみた。その結果、男性が経験する役割葛

藤の分布には、妻の働き方による差がないことが明らかになった。さらに、すべてのカテゴリーに

おいて、役割葛藤の高い場合、ディス トレスの水準も高いという結果が得られた(表 割愛)。ここか

ら、仕事と家族生活をめぐる役割葛藤が男性の心理的状態に及ぼす否定的な影響は、共働き家族の

男性に限定したものではない、とい う主張は支持される。これまで主に女性の問題 として多重役割

状況に接近してきたこの分野の研究は、男性の多重役割状況についても目を向ける必要があるだろ

う。本稿では、男性の役割葛藤を規定する要因5)に ついては、基本的な社会属性との関連を分析す

る水準に止まっているが、男性の役割葛藤の発生メカニズムなどについて、今後より精密な考察が

求められる。

 第二に、男性の稼ぎ手役割意識は、役割葛藤(「WFC」 の場合)が 彼 らの心理的状態に及ぼす否

定的影響を弱める効果をもっている。この結果をみる限り、今日の日本男性は、仕事のため家族と

の時間が足りないという状況を、「良き稼ぎ手」役割を果たす過程で生じる不可避のものとして正当

化 しているとい う先行研究の知見は支持 されたといえる。ただし、本稿の分析結果において、稼ぎ

手役割意識と 「WFC」 の交互作用項は、その統計的有意差が弱かった(10%の 有意水準)。前述し

た蓑(2006)に おいても、稼ぎ手役割意識が役割葛藤(「WFC」)と ディス トレス間の関係を緩衝す

る効果は、認められていない。だとすると、男性の稼ぎ手役割意識の緩衝効果は、妻の働き方によ

って異なる可能性も考えられる。これを確認するため、再び妻の働き方別に、多元配置の一般線形

モデルを用いて稼ぎ手役割意識 と役割葛藤の交互作用効果を検討する追加分析を実施した。分析の

結果、交互作用項が統計的に有意であったのは、妻が専業主婦である場合のみであった(p<.05)。

この追加分析から、男性の稼ぎ手役割意識が役割葛藤の否定的な影響を小さくする効果をもっのは、

妻が専業主婦である男性の場合のみであり、妻がフルタイムかパー トタイムで働いている男性の場

合は、そうした稼ぎ手役割意識の緩衝効果が認められないことが明らかになった。結局、仮説1は 、

妻が専業主婦である男性に限って、支持されると考えた方がよいだろう。このような点からすると、

男性は、自分の家族役割を稼ぎ手役割と同一視 しており、それ以外の家族役割は明確に認識されて

いないという先行研究の指摘(金 井2002;蓑2005;尋 眉司1998)は 、(少なくとも)妻 が働いて

いる男性の場合においては、説得力が低いと考えられる。この男性たちは、単純に家族を養 うこと

だけではなく、より多様な側面から自分の家族役割を考えているのかもしれない(蓑2005:71)。

 一方、男性の稼ぎ手役割意識によって、役割葛藤(「FWC」)の 否定的な影響が高まる傾向はみら

れなかった。っまり、家族のために仕事に支障が生じるとい う状況が、男性が担う 「稼ぎ手役割」

の遂行に対する妨害として認識 され、役割葛藤の否定的な影響を大きくするだろうとい う仮説は棄
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却 された。妻の働き方別 に追加分析 をしても、結果は変わ らなかった。 このような結果は、男性が

仕事 に付与する意味が、家族を経済的に養 うための手段のみではないことを示唆する。残念なが ら、

「NFR,JO3」 のデータか らは、男性が自分たちの仕事役割、または家族役割を、 どのよ うに定義 し

ているかにっいては、直接的な情報が得 られない。 しか し、男性における家族役割が多様 な側面を

含んでいる(一 部の男性 に限るか もしれないが)の と同様に、仕事が もつ意味も、従来考えられて

きた以上に多様 な側面をもっている可能性 がある。今 日の男性 は、家族役割 と仕事役割 をどのよ う

に定義 し、それが彼 らにとって どのような意味をもっているか とい う点は、男性における仕事 と家

族生活の両立を考える際、再検討 しなければならない問題であるだろ う。

 本稿は、男性に とっての仕事 と家族生活の両立についての関連研究が少ない 日本の状況で、大規

模なデータを用いた実証的な分析を行った とい う点に、その意義があると考 えられ る。 しか し、大

規模調査 を使用 した2次 分析であるか らこその制限もある。

 その1つ として、「NFRJO3」 では、本稿のキー概念 となる役割葛藤 を時間的な側面の単一項 目で

測定 している。けれ ども、仕事役割 と家族役割 を同時に遂行す る際、個人が経験す る役割間葛藤は、

時間的な側面に限るもの とはいえない。 この分野の研究が活発 にすすめ られてきたアメ リカでは、

複数の質問項 目を用いて、より多様な側面か ら役割葛藤が検討 されている。例えば、Greenhausら

(1985)は 、時間べ一ス、ス トレーンベース、行動べ一スの3つ の側面か ら 「WFC」 と 「FWC」

の問題 を分析 している。 このよ うな点を考えると、時間的な側面に焦点をあてて単一項 目で役割葛

藤iを測定 した 「NFRJO3」 の分析からは、個人が仕事領域 と家族領域の問で経験する役割葛藤 の様

子 を充分に検討できなかったかもしれない。 もちろん、 「NFRJ」 のような大規模調査 に、特定テー

マ と関連す る質問項 目を多数設定することは、難 しいだろ う。 したがって、今後の研究では、役割

葛藤に対す る概念的 ・理論的検討 をは じめ、多重役割状況にテーマを絞 った小規模調査(質 的 ・量

的)の 蓄積が待たれる。 そして、そこで得 られた結果がまた次回の大規模調査の設計や分析に反映

されることが望まれ る。

【註】

1)「NFRJ98」 と「NFR.JO3」を用いて父親の家事・育児参加の水準と規定要因の変化を分析した松田(2006:

 49)に よると、父親の長時間労働化ど醐lj役割分業意識の低下は、矛盾する動きをみせている。

2)役 割期待の概念を含め、役割に関する諸概念については、渡辺(1981)を 参照。

3)た だし、役割葛藤の概念が、役割ス トレーンのもう1つ の下位概念である役割過重と異なる概念である

 ことには、分析の際に注意する必要がある。稲葉(2004)の 整理によると、役割葛藤が、役割期待自体

 が論理的に両立できない状況を意味するのに対し、役割過重は、ある特定の地位における役割期待が大

 きすぎて、他の地位にある役割期待に応 じる時間やエネルギーが不足する状況を意味する。役割葛藤 と

 役割過重が心理的安寧に及ぼす効果の相違を実証的に確認したCoeverman(1989)の 分析は、両者が異

 なる概念であり、実証分析の際、その点に注意しなければならないという主張の妥当性を立証している。
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 もち ろん、稲葉(2004)が 指 摘 した よ うに、個 々 の現象 が どち らに相 当す るか を明確 に区分す るこ とは 、

 容 易 では ない。実 際 に、本稿 で分 析 した 「NFRJO3」 の質 問項 目が 、役 割過 重 では な く、役割葛 藤 を測

 る尺度 で あるか につい ては 、異論 の余 地 もあ る。 したが って、今 後 この分 野 の研 究 にお いて 、 こ うした

 問題 点 を把握 した うえ、 よ り精巧 な尺度 を開発す る努力 が必要 とな る。

4)ラ イ フステー ジは 、末子 の年齢別 に、「子 どもな し」 「末子0歳 ～6歳 」 「末子7歳 ～12歳 」 「末子13歳 ～

 18歳 」 「末子19歳 ～24歳 」 「末 子25歳 以 上」 のカテ ゴ リー に分 ける。仕 事 の種 類 は、 「専 門職」 「管理

 職 」 「事 務 ・営業職 」 「販 売 ・サー ビス業」 「技能 ・労務 職 」 「農 業」 のカ テ ゴ リー を用い た。 また、 教育

 水 準 は、 「中学校 卒業 」 「高校 卒業 」 「高 専 ・専 門学校 卒業 」 「大 学卒業 以上 」の4つ の カテ ゴ リー を、収

 入 は、 「400万 円未 満」 「400～800万 円未 満」 「800～1,200万 円未 満」 「1,200～1,600万 円未満 」 「1,600

 万 円以上 」の5つ のカテ ゴ リー を用 いた。

5)欧 米の先 行研 究 に よる と、男性 の役 割葛 藤 を引 き起 こす要 因 として最 も強 い規 定力 を もつ の は、職 業関

 連特 性であ り(Kely and Vbydanoff 1988;Guelzow et al.1991)、 男性 の役 割葛藤 を軽 減す るた めに、

 こ う した職業環 境 を改 善す る こ とが指 摘 され て い る。 長 い勤務 時間 、頻繁 な残 業 な ど職場 の拘 束 が強い

 日本 にお いて も、同様 の結果 が予想 され る。

付記:本 稿は、第16回 日本家族社会学会大会(2006年9月)に おける報告を修正したものである。報告

に対し貴重なご意見 ・ご指摘を下さった方々に感謝したい。また、「NFRJO3」 のデータにっいては、日

本家族社会学会全国家族調査(NFRJ)委 員会の許可を得て使用した。
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